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令和６年度 課題研究における県西地域の企業等との連携（企業連携バンク）（２回目） 

 

本校では SSH 事業の一環として、地元企業と本校生徒との共同研究を通して、県西地域にプラスの効果をもた

らす社会的意義のある探究につなげるため、小田原市役所企画政策課、産業政策課を通した「企業連携バンク」

を構築しています。具体的には、生徒主体で行う課題研究の中で、生徒がアドバイスを仰ぎたい企業・団体を選

択できる“連携バンク”を構築し、生徒主体の課題研究をより深化させています。 

 12 月６日（金）に、花王株式会社小田原事業場の研究員さんとリモート会議を実施し、香水や日焼け止めをテ

ーマとする「生活科学」領域の１グループへ２回目の指導・助言をしていただきました。日焼け止めの効果につ

いて、これから実験をしていく中で、専門家の視点から生徒の探究活動が深まるような指導・助言をしていただ

きました。生徒たちの課題研究の一層の深化が進んだように思います。感謝の気持ちでいっぱいです。生徒は、

指導・助言を受け、これからの実験計画を修正し、現在課題研究に精力的に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


